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呈している部分がみられた。さらに， ln VIVO における顎下腺と同レベルの上皮成長因子 (E G F) を
産生していること，特異的な EGF受容体 (EGF-R) を有していること，その増殖およびムチン合
成がEGF によって影響を受けることなどが明らかとなった。
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次に困難であるとされている化学発癌物質による in vitro でのMSG細胞のトランスフォーメーショ
ンを試みた。 MSG細胞を ， A) ;7 ， 12- ジメチルベンズ (a) アントラセン (DMBA) ， B) ; Nｭ
メチル-N' ーニトロ -Nーニトロソグアニジン (MNNG) ， C) ; DMBA+MNNGで各々処理し
た。これらの処理により 3 種類のトランスフォーム細胞 (TMSG細胞)が得られた。増殖に関しては，
B) が最も早く，次いで C) ) A) の順であった。また B) 群の細胞は軟寒天内でコロニーを形成し，
さらに血清無添加培地でも旺盛な増殖を示した。 A) 群の細胞は造腫痩能を示さなかったが， B) , C) 
群の細胞は強い腫蕩原性を示し，腫蕩組織内に唾液腺腫蕩に特有の管腔構造を認める場合もあった。免
疫組織化学的にA) , B) , C) 群の細胞はケラチン陽性であった。三種のTMSG細胞は，いずれも
軽度のムチン分泌能を保持していた。しかし，アミラーゼ分泌， EGF産生は認められなかった。造腫
蕩能を有していないA) 群の細胞は，親和性の高い特異的EGF-Rを有していたが) B) , C) 群の細
胞はEGF結合能が弱くかっ不規則であり，特に増殖能および造腫療能の最も高い B) 群の細胞は，非
常に低い結合能しか有していなかった。 DNAおよびムチン合成を指標としてEGF に対する反応性を
検討した結果， A) 最も強く) C) が中等度) B) はほとんど反応を示さなかった。血清無添加培地でも













的に III VIVO におけるとほぼ同様の特性を保持させうることを明らかにするとともに，顎下腺における
高濃度な EGFの存在の生理的意義の一端を解明した。また，従来困難とされている in vitro での化学
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発癌物質を用いてのMSG細胞のトランスフォーメーションを行ない，えられたTMSG細胞を解析す
ることにより，顎下腺細胞はその発癌過程において自己の増殖分化に必要な EGF産生能，要求性およ
びその反応性が変化し，その結果， TGF β様の別の自己増殖因子の産生が高められることが示唆さ
れた。
以上の知見は顎下腺の生理的機能を追求する上で有用な実験モデルを提供するとともに，唾液腺の発
癌過程の一端を明らかにした優れた業績であり，歯学博士の学位請求に十分価値あるものと認めるO
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